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1. 平成26年3月期第3四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年12月31日） 

（注）当社は、平成25年４月１日付けで普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行わ
れたと仮定して１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を算定しております。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第3四半期 6,495 27.5 1,289 283.8 1,343 253.6 831 270.3
25年3月期第3四半期 5,094 △29.5 335 △67.9 380 △60.9 224 △56.9

（注）包括利益 26年3月期第3四半期 857百万円 （247.9％） 25年3月期第3四半期 246百万円 （△53.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第3四半期 159.05 ―
25年3月期第3四半期 43.10 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年3月期第3四半期 11,000 8,999 81.8
25年3月期 9,988 7,288 73.0
（参考）自己資本 26年3月期第3四半期 8,999百万円 25年3月期 7,288百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
当社は、平成25年４月１日付けで普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。平成25年３月期の期末配当金については、当該株式
分割前の実績を記載しております。なお、平成26年３月期の期末配当金は当該株式分割後で記載しております。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 90.00 90.00
26年3月期 ― 0.00 ―
26年3月期（予想） 45.50 45.50

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,700 2.0 1,500 44.5 1,500 31.8 900 25.9 169.38



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

（注）当社は、平成25年４月１日付けで普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が
行われたと仮定して、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定しております。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半
期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※ 注記事項

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期3Q 5,611,640 株 25年3月期 5,336,640 株
② 期末自己株式数 26年3月期3Q 1,920 株 25年3月期 261,920 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期3Q 5,224,720 株 25年3月期3Q 5,206,000 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による各種経済政策による円安や株価上昇を背景と

して、企業業況も改善し、緩やかな景気回復が続いているものの、海外経済の減速など依然として先行き不透

明感は払拭されない状況で推移しました。 

当社グループが属する業界では、スマートフォンやタブレット端末向けの半導体や中小型ディスプレイを中

心とした需要拡大から、設備投資は継続実施され、生産活動も順調に推移しました。 

このような状況の中、当社グループのエレクトロニクス関連事業は、顧客の設備投資に伴い発生するイニシ

ャル部門(特殊ガス供給装置製造、供給配管設計施工)につきましては、主に半導体工場向け案件を継続的かつ

確実に受注したことにより好調に推移しました。また、半導体及び中小型ディスプレイ工場での生産活動も順

調に推移したことから、顧客工場の生産活動に伴い発生するオペレーション部門（特殊ガス販売管理業務、技

術サービス等）につきましても好調に推移しました。一方、グラフィックスソリューション事業においても、

ビデオ関連及びデジタルサイネージ向け販売が順調に推移しました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は6,495百万円(前年同四半期比27.5％増)、営業利益

は1,289百万円(前年同四半期比283.8％増)、経常利益は1,343百万円(前年同四半期比253.6％増)、四半期純利

益は831百万円(前年同四半期比270.3％増)となりました。 

 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。 

①エレクトロニクス関連事業 

当セグメントにおいては、売上高は5,970百万円（前年同四半期比27.4％増）、セグメント利益は1,517百

万円（前年同四半期比162.3％増）となりました。 

②グラフィックスソリューション事業 

当セグメントにおいては、売上高は524百万円（前年同四半期比28.3％増）、セグメント利益は80百万円

（前年同四半期比7.2％増）となりました。 

 

(2) 財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は11,000百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,012百万円

増加となりました。 

流動資産は、前連結会計年度末に比べ698百万円増加し、7,627百万円となりました。これは主に受取手形及

び売掛金が1,015百万円減少したものの、現金及び預金が785百万円増加、仕掛品が705百万円増加したことに

よります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べ314百万円増加し、3,373百万円となりました。これは主に投資その他

の資産が328百万円増加したことによります。 

流動負債は、前連結会計年度末に比べ713百万円減少し、1,917百万円となりました。これは主に未払金が24

5百万円増加、未払法人税等が128百万円増加したものの、支払手形及び買掛金が1,064百万円減少したことに

よります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べ14百万円増加し、84百万円となりました。これは主に退職給付引当金

が16百万円増加したことによります。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ1,711百万円増加し、8,999百万円となりました。これは主に配当金の支

払により228百万円減少したものの、新株式発行及び自己株式の処分により1,081百万円増加、四半期純利益が

831百万円増加したことによります。 

 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想につきましては、平成25年10月２日付｢業績予想の修正に関するお知らせ｣にて公表いたしまし

た通期の連結業績予想から修正を行っておりません。なお、業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づいて

おりますが、実際の数値は今後様々な要因によって、予想数値と異なる可能性があります。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 
(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

該当事項はありません。 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

当社は、平成25年10月24日を払込期日とする公募による新株式発行及び自己株式の処分を行いました。ま

た、平成25年11月６日を払込期日とする第三者割当による新株式発行を行いました。 

これにより、当第３四半期連結累計期間において、資本金が278,016千円増加、資本剰余金が548,387千円

増加、自己株式が255,333千円減少し、当第３四半期連結会計期間末において、資本金が806,463千円、資本

剰余金が1,479,564千円、自己株式が1,885千円となっております。 

 

(セグメント情報等) 

(セグメント情報) 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日) 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位：千円) 

 

報告セグメント 

合計 エレクトロニクス

関連事業 

グラフィックスソ

リューション事業 

売上高    

  外部顧客への売上高 4,685,356 409,060 5,094,416 

  セグメント間の内部売上高又

は振替高 
－ － － 

計 4,685,356 409,060 5,094,416 

セグメント利益 578,524 74,998 653,523 

 

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な 

内容(差異調整に関する事項) 

(単位：千円) 

利    益 金    額 

報告セグメント計 653,523 

全社費用（注） △318,729 

その他 1,149 

四半期連結損益計算書の営業利益 335,942 

 (注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位：千円) 

 

報告セグメント 

合計 エレクトロニクス

関連事業 

グラフィックスソ

リューション事業 

売上高    

  外部顧客への売上高 5,970,774 524,892 6,495,666 

  セグメント間の内部売上高又

は振替高 
－ － － 

計 5,970,774 524,892 6,495,666 

セグメント利益 1,517,673 80,416 1,598,090 

 

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な 

内容(差異調整に関する事項) 

(単位：千円) 

利    益 金    額 

報告セグメント計 1,598,090 

全社費用（注） △309,259 

その他 559 

四半期連結損益計算書の営業利益 1,289,390 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 
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